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今日も西千葉の大学キャンパスを凍りつくような北風
がけやきの並木を吹きぬけて，乾ききった赤茶けた路面
に丸いうずを巻いていた。
肌寒い学長室のソファーに身を沈めながら学生部長の 
T教授は，さきほどまで続いていた学生寮の委員の諸君
との話し合いの結果を私に報告していた。 “なかなか，
私のいうことを理解してもらえないようです。彼らは私
に，もっとよく考えてみろと言うのです"。 “私はその
考えることを君たちに教えているつもりだがと，言った
のですがへ とT教授は，はなはだ当惑げな顔をしてい
る。 
T教授は哲学の教授である。彼の重々しく，沈うつな
顔をみつめながら私の胸にくすぐられるようなおかしさ
が，プツプツと音をたてるようにこみあげてきて，私は
これを押えきれずにとうとう大笑いをしてしまった。
私たちのように，大学という考える場で生活をしてい
る人聞が，自分の思考の場を思いがけなくはずれた問題
をつきつけられてみると，なま半可，考えることへの自
負をもつばかりにその当惑はひどいことになる。もちろ
ん，思考の形成過程は，生きてきた過程につくられた既
成の多くの素子を基にして組立てられていくものであ
り，新しいそれは，初めは紙に落されたしみのようにぼ
やけたものであり，それが時間の経過とともに凝集し，
濃縮されて，また先に進む考え方をつくる一つの素子に
結晶する。この素子は，その人聞が生きてきた，しるし，
であり，その個体にだけ適用するものである。思考過程
を生んでゆく生み方の独自性というか個体性というもの
は，決してその個体から脱却することはできまし、。
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ただ，幸いなことに，ものを得て社会をつくることが
個体の生存にとって不可欠なものであることを，人間自
身は動物的なはなはだ次元の低いレベJレで，考えの素子
の中に共通してもっていることも事実である。
しかし，その組織が，あるいは機構が，比較的高い次
元で思想を生み，あるいは協調を求める時には，個体と
して生きてきた個体のもつ特性が，必然的に反発し，そ
の協調をはなはだ困難なものにしてゆく。
大学という，いわば一つの閉鎖された社会に投げかけ
られる政治的な，あるいは再分離的な問いかけは，これ
から先どのような結果を生んでゆくか。
ただわれわれが，思考形成の素子に今まで持っていな
かった，種類の違った素子を数多く持った新しい頭脳
が，われわれと違った学問の分野を開拓してゆく可能性
を私は信じている。しかし，われわれには，われわれの
ものを使った未知の世界への，いどみ， というものが残
されていることも事実である。これは，これから先の人
たちが，永久に再現することのできない貴重なものであ
るとも考えられる。
毎日の会議の連続，不慣れな対応に，われわれにとっ
てはかけがえのないものをすりへらし，新しいものにこ
れをおきかえる努力をした結果が，われわれの目標を無
にしたところで，その責めを他に転嫁することはできな
い。ただ，今われわれの持っているものは，われわれ自
身が大事にしなければならない。
新しいものの創造につながる個性の独立が，この学会
雑誌に絶えることなく続けられることを期待したい。
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